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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年7月3日(2008.7.3)

【公表番号】特表2008-514599(P2008-514599A)
【公表日】平成20年5月8日(2008.5.8)
【年通号数】公開・登録公報2008-018
【出願番号】特願2007-533465(P2007-533465)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  43/78     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  24/12     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  28/14     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/04     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/30     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ  43/78    　　　Ｚ
   Ｃ０４Ｂ  24/12    　　　Ａ
   Ｃ０４Ｂ  28/14    　　　　
   Ａ０１Ｎ  25/04    １０１　
   Ａ０１Ｎ  25/30    　　　　
   Ａ０１Ｐ   3/00    　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/52    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月15日(2008.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連続相としての水、少なくとも１つのワックス、アルキルフェノール、ポリナフタレン
スルホン酸、カルボキシメチルセルロース、および一般構造：

【化１】

（式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ６アルキルで場合により置換されている、窒素および硫黄を含
有する複素環であり；Ｒ２は、水素またはＣ１～Ｃ６アルキルであり、ｎは、０、１、２
または３であり；Ｒ３のそれぞれの例は、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、フェノ
キシ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、ジＣ１～Ｃ６

アルキルアミノ、イミダゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、チアジアゾリル、チエニ
ル、フリル、ピリル、ナフチル、フェニル、ハロフェニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルフェニル
、またはＣ１～Ｃ６アルコキシフェニルである）
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を有する防腐剤を含む、乳剤。
【請求項２】
　石膏、水、および請求項１に記載の水中ワックス型乳剤からスラリーを形成し、前記ス
ラリーを固体製品に成形することを含む、石膏製品の製造方法。
【請求項３】
　前記ワックス乳剤が、不鹸化性ワックス、鹸化性ワックス、アルキルフェノール、ポリ
ナフタレンスルホン酸、カルボキシメチルセルロース、鹸化剤および水を含み、前記保存
剤がベンゾイミダゾール化合物、チアベンダゾールまたは少なくとも１種以上のそれらの
混合物を含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　Ｒ１が、チアゾリル、イソチアゾリルまたはチアジアゾリルである、請求項１に記載の
乳剤。
【請求項５】
　Ｒ２が水素である、請求項１に記載の乳剤。
【請求項６】
　Ｒ１が、チアゾリル、イソチアゾリルまたはチアジアゾリルであり、Ｒ２が水素である
、請求項１に記載の乳剤。
【請求項７】
　不鹸化性ワックス、鹸化性ワックス、アルキルフェノール、ポリナフタレンスルホン酸
、カルボキシメチルセルロース、鹸化剤、水、および一般構造：
【化２】

（式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ６アルキルで場合により置換されている、窒素および硫黄を含
有する複素環であり；Ｒ２は、水素またはＣ１～Ｃ６アルキルであり、ｎは、０、１、２
または３であり；Ｒ３のそれぞれの例は、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、フェノ
キシ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、ジＣ１～Ｃ６

アルキルアミノ、イミダゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、チアジアゾリル、チエニ
ル、フリル、ピリル、ナフチル、フェニル、ハロフェニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルフェニル
、またはＣ１～Ｃ６アルコキシフェニルである）
を有する防腐剤を含む、乳剤。
【請求項８】
　前記防腐剤が、ベンゾイミダゾール化合物を含む、請求項７に記載の乳剤。
【請求項９】
　前記防腐剤が、乳剤の０．０１～１０重量％を占める、請求項８に記載の乳剤。
【請求項１０】
　前記防腐剤が、チアベンダゾールを含む、請求項７に記載の乳剤。
【請求項１１】
　前記防腐剤が、乳剤の０．０１～１０重量％を占める、請求項１０に記載の乳剤。
【請求項１２】
　前記防腐剤が、乳剤の０．０１～１０重量％を占める、請求項７に記載の乳剤。
【請求項１３】
　乳剤の全重量に基づいて５５重量％～約６５重量％の量の水、乳剤の全重量に基づいて
約０．５重量％～約１重量％の量の水酸化アルカリ金属、および乳剤の全重量に基づいて
約０．２重量％～約５．０重量％の量のカルボキシメチルセルロースを含む、請求項７に
記載の乳剤。
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【請求項１４】
　前記防腐剤が、ベンゾイミダゾール化合物、チアベンダゾールまたは少なくとも１種以
上のそれらの混合物を含む、請求項１３に記載の乳剤。
【請求項１５】
　３３重量％の不鹸化性ワックス、３重量％の鹸化性ワックス、０．５重量％のアルキル
フェノール、０．５重量％のポリナフタレンスルホン酸、０．２重量％のカルボキシメチ
ルセルロース、鹸化剤、および水を含む、請求項７に記載の乳剤。
【請求項１６】
　前記防腐剤が、ベンゾイミダゾール化合物、チアベンダゾールまたは少なくとも１種以
上のそれらの混合物を含む、請求項１５に記載の乳剤。
【請求項１７】
　リグノセルロース材料を結合剤と混合して混合物を形成し、前記混合物を選択される形
状に固化して複合製品を形成することにより作製されるリグノセルロース複合製品の耐水
性を改善する方法であって、前記混合物に請求項７に記載の乳剤を添加することを含む、
前記方法。
【請求項１８】
　リグノセルロース材料を結合剤と混合して混合物を形成すること、前記混合物に請求項
７に記載の乳剤を添加すること、並びに前記混合物およびその中の乳剤を固体製品に成形
することにより作製される、リグノセルロース複合製品。
【請求項１９】
　Ｒ１が、チアゾリル、イソチアゾリルまたはチアジアゾリルである、請求項７に記載の
乳剤。
【請求項２０】
　Ｒ２が水素である、請求項７に記載の乳剤。
【請求項２１】
　Ｒ１が、チアゾリル、イソチアゾリルまたはチアジアゾリルであり、Ｒ２が水素である
、請求項７に記載の乳剤。
【請求項２２】
　ワックス乳剤を製造する方法であって、少なくとも１つのワックス、アルキルフェノー
ル、ポリナフタレンスルホン酸、カルボキシメチルセルロースおよび水を含むが、一般構
造：
【化３】

（式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ６アルキルで場合により置換されている、窒素および硫黄を含
有する複素環であり；Ｒ２は、水素またはＣ１～Ｃ６アルキルであり、ｎは、０、１、２
または３であり；Ｒ３のそれぞれの例は、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、フェノ
キシ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、ジＣ１～Ｃ６

アルキルアミノ、イミダゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、チアジアゾリル、チエニ
ル、フリル、ピリル、ナフチル、フェニル、ハロフェニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルフェニル
、またはＣ１～Ｃ６アルコキシフェニルである）を有する防腐剤を含まない乳剤を製造す
ること、および続いて
　前記乳剤に、一般構造（Ｉ）の前記防腐剤を添加すること、
を含む、前記乳剤の製造方法。
【請求項２３】
　前記防腐剤をペースト状で添加することを含む、請求項２２に記載の方法。
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【請求項２４】
　前記防腐剤を、防腐剤と水との混合物の形で、水－防腐剤混合物の約２５固体重量％の
量で添加することを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　Ｒ１が、チアゾリル、イソチアゾリルまたはチアジアゾリルである、請求項２２に記載
の乳剤。
【請求項２６】
　Ｒ２が水素である、請求項２２に記載の乳剤。
【請求項２７】
　Ｒ１が、チアゾリル、イソチアゾリルまたはチアジアゾリルであり、Ｒ２が水素である
、請求項２２に記載の乳剤。
【請求項２８】
　石膏および前記石膏の内部にワックス乳剤を分散して含む石膏製品であって、前記乳剤
は、少なくとも１つのワックス、アルキルフェノール、ポリナフタレンスルホン酸、カル
ボキシメチルセルロース、水、および一般構造：
【化４】

（式中、Ｒ１は、Ｃ１～Ｃ６アルキルで場合により置換されている、窒素および硫黄を含
有する複素環であり；Ｒ２は、水素またはＣ１～Ｃ６アルキルであり、ｎは、０、１、２
または３であり；Ｒ３のそれぞれの例は、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、フェノ
キシ、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロ、アミノ、Ｃ１～Ｃ６アルキルアミノ、ジＣ１～Ｃ６

アルキルアミノ、イミダゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、チアジアゾリル、チエニ
ル、フリル、ピリル、ナフチル、フェニル、ハロフェニル、Ｃ１～Ｃ６アルキルフェニル
またはＣ１～Ｃ６アルコキシフェニルである）を有する防腐剤を含む、前記石膏製品。
【請求項２９】
　前記ワックス乳剤が、不鹸化性ワックス、鹸化性ワックス、アルキルフェノール、ポリ
ナフタレンスルホン酸、カルボキシメチルセルロース、鹸化剤、水および保存剤を含むも
のであり、固体形態の乾燥した石膏製品を形成する前に、前記ワックス乳剤および前記保
存剤が石膏スラリー内部に分散されて、結晶形態の保存剤が石膏製品のコア全体に分散さ
れた石膏製品が製造される、請求項２８に記載の石膏製品。
【請求項３０】
　Ｒ１が、チアゾリル、イソチアゾリルまたはチアジアゾリルである、請求項２８に記載
の乳剤。
【請求項３１】
　Ｒ２が水素である、請求項２８に記載の乳剤。
【請求項３２】
　Ｒ１が、チアゾリル、イソチアゾリルまたはチアジアゾリルであり、Ｒ２が水素である
、請求項２８に記載の乳剤。
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